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1　は　じ　め　に

最近の米をめぐる情勢は，産米の産地間における販売競

争の激化があり，そのため山形県としては独自の銘柄品種

の育成が求められている。

このような情勢のなかで，山形45号は良食味など優れた

諸特性から，1991年4月山形県水稲奨励品種として採用さ

れた。

この品種の特性を育成地の生産力検定試験．山形現奨励

品種決定調査成績及び関係場所で行った特性検定試験を川

いて，主にササニシキと対比しながら報告する。

2　育　成　経　過

し山形45号は1982咋に山形県立農業試験場庄内支場におい

て庄内29号を母とし，秋田31号（後のあきたこまち）を父

として人工交配を行い，良質，良食味を主な酉秤H標とし

て育成し．た品種である。従来，品種育成では収負性を重要

な育種目標としてきたが．この品種の場合，伴内29号の玄

米品質がササニシキにやや及ばない評価で終わった系統で

あったことから，とくに品質に重点をおいた選抜を行って

きた。1986年に個体選抜を，以降系統選抜を行ってきた0

交配から系統選抜が終わるまで8年を愛した。

3　品　種　特　性

11）前　移脚寺の甫ははぼササニシキに類似した形状で，

草丈は、拉かやや短かい。

（2）形態的特徴　本田生市初期での茎数は確保しやすいが，

最高分げっ期以降はササニシキより少なく推移する。葉色

はやや濃く，輩丈にも差がでて短かめになってくる。lL葉

は立ち上長さはササニシキ並かやや長い。以下ササニシキ

との比較で表す。

相良は－平均で8cm程暖短かく，多肥でも仲良しにく

い。徳島はやや短く，・穂籾数もやや少ない。穂数は7‾

8％少ない550本稚暖である（表1）。茎はやや太く，知和

で，中間型の革型である。穂揃，熟色，粒着密度ともにサ

サニシキ程度であるが，稔汝は止二度に隠れる様相を呈する。

樺色，秤先色はともに英日である。亡は中程度有し，良さ

はやや長く．キヨニシキ並である。脱粒性は難の梗樺である○

表1生産力検定試験成続（1989－90咋平均値育成地）

施
品　 種　 名

出徳 納 成 熟 期 梓　 長 絶　 島 放　 散 下 斐 枯 倒　 伏 玄 米 亜 千 拉 亜 品　 質
良 質 拉

肥 （月 日） （月 日） （Cロ） （c n） （d 当 ） （1 － 5 ）（0 － 4 ） （k g／ ‘a ）

6 4．6

lg l

2 2 ，6

（1 － 9 ）

3 ，0

歩 合 （％）

8 9 ．9

標
山 形 4 5 号 8 ． 8 9 ．26 7 0 ．5 17 ，1 5 5 0 2 ．5 0 ．0

t比I サ サ ニ シキ 5 18 7 8 ，5 1 7 ，8 6 1 1 3 ．7 2．0 6 8 ．1 2 1．6 5 ．5 8 7 ．9

肥
u弱 さわ の は な 5 14 7 9 ．5 1 7 ．9 5 5 9 3 ．5 1．7 6 5 ．3 2 2 ．5 6 ．0 8 4 ．3

U弱 コ シ ヒ カ リ 15 2 6 9 5 ，0 1 8 ．2 4 9 6 3 ．7 3 ．7 6 0 ．9 2 1 ．7 5．0 8 4 ．1

8 6 ．9

多
山 形 4 5 号 8， 8 9．2 0 7 4 ．5 17 ．1 5 98 2 ．0 0 ．0 7 0 ，4 2 2 ．4 3．5

此 l サ サ ニ シキ 5 1 8 8 3 ．0 17 ．8 6 5 4 3 ，7 2 ．0 6 9 ，6 2 1 ．1 6 ．0 8 1 ．8

肥
拙 さわ の は な 4 1 4 8 4 ．5 17 ，8 5 8 7 3 ．5 2．0 6 3 ．8 2 2 ．0 6 ．5 7 5 ．4

l比）コ シ ヒ カ リ 1 6 2 7 9 9 ．0 18 ．7 5 5 6 3 ．5 4．0 6 3 ，0 2 1．0 5 ，0 7 4 ．0

注．良質拉歩合：シズオカ品質判定機RS－1000による0

（3）出穂及び成熟特性　山形45号の出穂期はササニシキと

の比較で平均で2日遅い。地域別では置賜地域の差が少な

く，最北支場では4日遅れとなっている。

成熟期は出穂期より差が少なく，ササニシキ並の成熟期

を示す。これは山形45号が二次枝梗籾と一一・植樹数がやや少

ないこと．止糞が直立し受光体制が良いことによるものと

考えられる。熱期はササニシキと同じ中生の晩である。

（4）耐病惟山形45号はいもち病真性抵抗性迫kfPr－α，

よを持ち育成地の棚晩楢による掛、もち抵抗性検定では，

はなの舞や抵抗惟強のトドロキワセより掛、抵抗性を示し

た。しかし∴東北地域特性比較連絡試験でははなの舞とIli】

じ中の総合判定であることから．結果としてこの品種の蟹
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抗性はやや鹿の．評価とした。

穂いもち抵抗件は合成地と最」ヒ文場の検定結果ではトドロ

キワセ膿の鹿である。しかし．この比較には目地期の違いも

あり．更に仁言己連絡試験の結果ではやや鹿としていることか

ら．撼いもち抵抗作は慕いもちと川じかやや鹿である（よ2）。

表2　穂いもち耐偶作検定（199（）咋東北農試）

品　種　名

11」形　45　号
は　な　の　笥

あきたこまち

キ　ヨ　二　シキ

ササニ　シキ

トドロ＋ワセ

あ　さ　あ　け

5
　
3
　
6

脚病程度

5．0

6，0

7．3

6，2

7＿7

4．5

7．0

表3　冷水掛け流し検定（田城■lr川農試）

判　定

やや臆
やや強

やや弱
小

弱

強

やや弱

表4　食味17能試験（育成地パネラー8－13名
崩準．■－ム椰ササニシキ）

＼ 年 次

品 種 名

食 味 日 経 総 合 庸 仙 炊 飯 光 沢

1 9 8 8 1 9 8 9 1ゝ両 0 、【た均 1 9 8 9 1 9 9 0 平 均

0 ．2 5山 形 4 5 号 0 ．6 0 ．1 0 ，6 0 ，4 3 0 ．2 0 ．3

サ サ ニ シキ 0 ．1 － 0 ．1 － 0 ．1 －0 ．0 3 0 ．1 0 ．4 0 ．2 5

さわ の は な － 0 ．4 － 0 ．5 ；一 0 ．3 －0 ．4 0 － 0 ．4 0 ．3 －0 ．0 5

コ シ ヒカ リ 0 ．8 0 0 ．3 0 ．3 7 － 0 ．1 0 ．3 0 ．1 0

往．精玄米：1．9mm選別　出約：山木VP－30
炊飯器：東芝4分割苓

白柴枯病抵抗作は，第Ⅲ椚l梢の接押検定を行ったところ

ササニシキ並のやや弱である。

（5）穂発芽佐19鮒隼から3か印の検定結果では，平均で

発芽指度5．2（－▲他の20％程度発芽）でやや易のササニシキ

より少ないので触発井性程度は111の判定である。

（6）倒伏抵抗件　持戒地，奨決の多肥医（Nl．3－仁1kg／

a）における倒伏はほとんどみられずキヨニシキより明らかに
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少ない。踵鼎で押印もやや剛であることから．倒裾こ対する

航杭性は鹿である。

（71耐冷性　耐冷性は検定試験の成績から髄と判断してい

る。膏成地ではトドロキワセ亜の強さを′Jミし，‥り杉45号より

fli地の遅いコシヒカリよりホ稔歩合が少ない。．†川l農試の結

果でもトドロキワセよりやや多いホ稔歩合だが2か隼とも強

の判定である（よ3）。

（81収旭性　標肥ではササニシキより低く．多肥では同程度

である（よ1）。収量構成要では面積、■1り籾数が少ない。し

かし，豊熟特性が山く玄米柁数歩合や籾摺歩合が長一小、。また

丁拉重も弔い。

（9）玄米品質　玄米の長さはササニシキより良く．コシヒカ

リよりやや良い。幅もIil砧占樺より人きく∴粒形は中位である。

柑厚分舶ま2．05－2．15mmにモードがある。玄米の光沢はサ

サニシキより優り，飴色ていどの濃淡は中である。背l1，腹

t1，乳l‘－】相が明らかに少なく，良質拉歩合も高い（表1）。

奨励占占挿決定凋付こおける品質検査ではl等の小から卜に該

当するのがほとんどでササニシキ，さわのはな，コシヒカリよ

り優れている。検査概評によると，地域，圃場による変動が

少なく安定していてササニシキより粍張りが良く，特に宰相

歩合が高く安定しているという評価である。抱栢条件を一定

にした場合の嶋栢歩付ま育成地でササニシキ並で．11本穀物

検定協会の調査でもl司様の傾向である。l‘1度は侍成地で並，

川協会ではやや高い。胚芽残存率はササニシキ、帖である。

（10）愈昧　市城地の食味官能試験の結果は表4に示した。

これによると炊飯光沢はササニシキ並であり，官能試験にお

ける総合評価はササニシキを明らかにうわまわり，コシヒカリ

、瞳である。食感としてコシヒカリに類似しており．粘りとうま

さが感じられる。

Ilノト穀物検定協会による食味試験結果は0．6の総合評価で

あり，最上級の食味としている。特に総合判定に人きく影響

を㌧えると思われる味．執り要素の偶が優れている。

食味関連理化学特性として，精米中のタンパク質含有率は

標準施肥条件でササニシキ並で，コシヒカリよりやや多いが，

アミロース合〃率では比較品種の中で最も低い。アミロース

は豊熟温度が低くなる晩／h晶種ほど高くなる傾向のなかで，

ササニシキより山稜の遅い山形45号は低く，′i祁巨試毒針こおけ

る粘り特性に表れているものと推定される（表5）。

裏5　タンパク符合什礼　アミロース合〃率（育成地）

5 8 9 年 1 9 9 0 咋 、ド　 均

1 9 ．6 1 6 ．9 1 8 ．1

2 0 ．6 16 ．7 】8 ．5

2 0 ．0 19 ．4 1 9 ．3

19 ．7 18 ．3 18 ．8

2 1 ．1 18 ．3 19 ．4

往．精米支こ：l・9m選別，鵜精：山木VP－30，

机米粉：ベラテンダークオドルマット・ジュニアⅡ隼も　89年77メッシュ（300川）
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